
自然環境保全京都府ネットワーク総会のお知らせ

会場：宇治川オープンラボ
〒612-8235 京都府京都市伏見区横大路下三栖東ノ口
会場アクセス：会場案内のページ参照

註：参加費無料
近くに食堂やコンビニはありません。
飲み物は自販機があります。

自然環境保全京都府ネットワークは、京都府に自然史博物館を設立するための機運を高めることを目的として、2017年から府内
各地の自然環境保全に関わる市民団体が集まって活動している組織です。2023年は京都府と京都市が協働する生物多様性セ

ンターが始動する記念すべき年となります。本ネットーワークでは、生物多様性センターの運営協議会メンバーとして活動をアシ
ストしていく所存です。自然環境保全京都府ネットワークには、個人、団体を問わずどなたでも会員になれますので、3月26日（日）
に開催する総会にお誘い合わせの上ご参集の上、意見交換にご参加いただければ幸いです。

日時： 2023年3月26日（日）13:30-17:00
会場： 宇治川オープンラボ 新館1階セミナー室

プログラム（仮）

第一部 総会 13:30～14:10
１ 2022年度事業報告
２ 2022年度決算報告
３ 2023年度事業計画案
４ 2023年度予算案

第二部 講演 14:20～15:20
「伝統的河川工法による河川環境改善効果」 竹門康弘

第三部 きょうと生物多様性センターについて 15:30～
・センターについて
・準備室で実施してきた内容について（総括や課題）
・意見交換等

参加申込不要
※大人数で参加する場合は、
事務局までメールください
natcons.kyoto.network@gmail.com

mailto:natcons.kyoto.network@gmail.com


会場案内

会場アクセスの注意点：
現在、新高瀬川の人道橋が
劣化のため公園ルートが通
れません。中書島駅から北
回りでご来場ください。

註：参加費無料
近くに食堂やコンビニはありません。
昼食や飲み物は各自で用意。
防寒対策は各自でお願いします。

駐車場完備

自家用車の方は、
国道1号線南行
き車線を宇治川
堤防上で左折す
ると来れます。

参加申込不要
※大人数で参加する場合は、事務局までメールください

natcons.kyoto.network@gmail.com

mailto:natcons.kyoto.network@gmail.com


中聖牛の設置場所

宇治川オープンラボ
新館1階セミナー室

入口

駐車場

会場：宇治川オープンラボ拡大図
〒612-8235 京都府京都市伏見区横大路下三栖東ノ口

自然環境保全京都府ネットワーク総会会場



宇治川ＯＬの中聖牛
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中聖牛の各部名称

竹蛇籠

中聖牛

2023年2月5日完成



1953年9月のJR大河原駅前の木津川に設置された中聖牛
（堀井篤氏撮影中津川敬朗氏福井波恵氏提供）

1950年代までは、木津川でも中聖牛が河岸侵食

防止と土砂堆積促進の目的で使用されていまし
た。

The Chu-Seigyu ‘Medium Crib Spur’ was deployed in 
the Kizu River in 1950s for bank protection and 
sediment deposition. 

伝統的河川工法 中聖牛
でん とう てき か せん こう ほう ちゅうせいぎゅう

この中聖牛は、日本の伝統的河川工法が世界に普及・

拡散・伝承されることを祈念して設置したものです。中聖

牛（ちゅうせいぎゅう）は伝統的な水制工法「牛枠」の一

種です。牛枠類は戦国時代に発達し、江戸時代に全国に広

まったといわれています。聖牛（ひじりうし）には、多く

の種類があり、川の規模に応じて、高さが６m 程度の大聖

牛、４m 程度の中聖牛、 2m 程度の川倉などが使い分けら

れていました。

河川生態学術研究会木津川研究グループ では、

「伝統的河川工法を用いた木津川の河床地形管理手法に関

する研究」（2017-22年）の一環として、伝統的工法を伝承

してきた静岡県「原小組」を招聘し、「やましろ里山の

会」が竹蛇籠と中聖牛の製作設置法を習得しました。現在、

木津川には河川環境を改善する目的で全5群１6基の中聖牛

群が試験設置されており、今も河床の土砂の侵食と堆積を

活性化する役割を果たしています。

Traditional River Works Medium Crib Spur

河川生態学術研究会木津川研究グループ
代表 竹門康弘

2023年3月


